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芸術家が示す創造性の背景にある神経学的
な考察をすることで，芸術家をいわば内側か
ら分析しようとする試みの 2 回目の特集号
である（初回は 2021年 12月号）。自分もカフ
カに関して記事を載せたが，河村満氏の論文
でグレン・グールドと夏目漱石の分析，知情
意や時間意識のことに触れている点が興味深
かった。特に，脳の内側の部分，デフォルト
モードネットワークに着目して論じている点
に関心があった。高次機能に関しては，大脳
皮質外側に着目した研究は多いが，大脳皮質
内側の高次機能は，しばしば無視されてきた。
自分自身も⽝ひらめき脳⽞（青灯社, 2024）の中
で，ひらめきに対するデフォルトモードネッ
トワークの，外側の大脳皮質のいわば影のよ
うな存在である大脳皮質の内側領域で行って
いる働きに着目して，ひらめきと社会性や，
情動性との関連性を論じた。
この内側領域の持つさまざま働きは，社会
脳と名づけて，社会性だけで理解しようとす
る場合があるが，それは誤解を招くと思われ
る。この領域は他者との関係性だけでなく，
想像することにもかかわり，その人の内面の
思考や感覚，特に私という事に関する自伝的
記憶や展望的記憶，ナラティブ思考などの自
己意識とも深く関わるからである。芸術家と
は，このような想像性を含む自己意識に対し
て特に感受性が高いと考えられる。そのた

め，注意という限りある認知的ソースを外界
や他者に向けるより，むしろ自分の心の中の
世界に向けて，その感覚を作品に表現してい
るのではないかと感じられる。
時間意識に関して，神経科学者のゲオル
ク・ノルトフ氏によると古来，時間の捉え方
は，線形の時間の概念のクロノスとダイナ
ミックで非線形な時間を表すカイロスという
時間概念があったという。これらの概念は，
一見矛盾するが，大脳皮質内側の領域はその
自発活動がスケールフリーの特性を示すこと
で，この異なる時間をうまく両立させている
らしい。スケールフリーの脳活動とは，遅い
周波数から，早い周波数までがいわば，マト
リョーシカの人形のように大きなものから小
さなものまで，サイズは違っても形は不変で
あるように構成されている状態をさす。その
複雑な時間構造は，脳の外側の線形的な時間
概念では捉えられないので，芸術の力で表現
するしかないとも言える。ゲオルク・ノルト
フ氏は，意識は，脳が示すさまざまな活動の
波動の中を，いわば波乗りをしているサー
フィンのようだと比喩的に述べている。おそ
らく芸術家は，そのような異なる時間概念を
感覚的に捉えることができて，何らかの形で
自己表現できる点で，特別な存在なのかもし
れないと思う次第である。

（虫明 元）
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